
冬
休
み
の
宿
題
書
き
初
め
。

書
き
初
め
は
、
1
月
2
日
に
す
る
の
が
一
般
的
。

1
月
2
日
に
書
け
な
い
場
合
は
、
年
神
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
松
の
内
の
期
間(

1
月
7
日
ま
た
は
15
日
ま

で)
に
書
く
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
書
き
初
め
を
、
野
木
沢
地
区
青
少
協
、
地

区
子
供
育
成
会
は
、
近
内
恵
美
子
さ
ん
、
関
根
正

明
さ
ん
、
有
賀
昭
さ
ん
に
指
導
を
仰
ぎ
、
野
木
沢

小
学
校
児
童
対
象
と
し
た
「
書
き
初
め
の
手
ほ
ど

き
」
「
書
き
初
め
大
会
」
並
び
に
「
展
示
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

1
年
生
・
2
年
生
は
硬
筆
、
3
年
生
か
ら
6
年

生
は
毛
筆
に
挑
戦
、

書
き
初
め
練
習
は
12
月
23
日
（
土
）
に
野
小
児

童
20
名
が
参
加
し
大
会
に
向
け
て
入
念
に
練
習
を

行
い
ま
し
た
。

1
月
5
日(

金)

書
き
初
め
大
会
は
、
児
童
18
名

が
参
加
し
、
書
の
仕
上
げ
本
番
で
す
。
提
出
用
の

正
書
用
紙
に
児
童
参
加
者
全
員
が
手
本
ど
お
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

3
人
の
指

導
者
の
協
力

で
、
野
小
提

出
用
2
枚
、

展
示
用
1
枚

計
3
枚
仕
上

げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地

区
青
少
協
よ

り
参
加
児
童

全
員
に
参
加

賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

書
き
初
め
展
は
青
少
協
と
各
地
区
の
子
供
育
成

会
に
よ
り
自
治
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
1

月
14
日(

日)

～
1
月
21(

日)

ま
で
児
童
58
名
の
書

を
展
示
し
ま
し
た
。

七
日
（
水
）
ミ
ニ
デ
ィ
の
ぎ
さ
わ
の
会

八
日
（
木
）
各
種
団
体
行
事
一
覧
提
出
日

十
一
日
（
日
）
建
国
記
念
日

十
六
日
（
金
）
各
種
団
体
行
事
日
程
調
整
会
議

二
十
三
日
（
金
）
天
皇
誕
生
日

二
十
八
日
（
水
）
の
ぎ
さ
わ
の
会
事
前
班
会
議

（
3
班
）
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催



ふ
れ
あ
い
の

広
場
「
の
ぎ
さ

わ
の
会
」
が
去

る

1

月

10

日

（
水
）
野
木
沢

自
治
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
第
1

班
有
賀
正
一
班

長
の
も
と
、
参

加
者
利
用
者
が

14

名
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
14
名
で
【
笑
い
ヨ
ガ
】
の
テ
ー
マ
で
、
講

師
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
先
生
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し

た
。円

陣
を
組
ん
で
、
ナ
マ
ス
テ
笑
い
、
ア
ロ
ハ
笑
い
、

セ
レ
ブ
笑
い
、
昆
布
笑
い
、
梅
干
し
笑
い
な
ど
・
・
・
・

い
ろ
い
ろ
な
笑
い
の
後
に
「
手
拍
子
と
掛
け
声
」

「
ホ
ッ
、
ホ
ッ
、
ハ
ハ
ハ
」
「
ホ
ッ
、
ホ
ッ
、
ハ
ハ

ハ
」
「
イ
ェ
ー
イ
」
と
い
う
掛
け
声
と
と
も
に
、
万

歳
、
「
元
気
ポ
ー
ズ
」
は
2
回
、
「
い
い
ぞ
！

い

い
ぞ
！
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
手
拍
子
し
、
「
イ
ェ
ー
イ
」

の
後
に
万
歳

「
い
い
ぞ
！

い
い
ぞ
！
」
手
拍
子

し
、
「
イ
ェ
ー
イ
」
の
後
に
、
万
歳

最
初
か
ら
最

後
ま
で
笑
い
の
尽
き
な
い
気
分
爽
快
な
講
演
で
し
た
。

参
加
者
は
、
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
が
解
消
で
き
、

明
る
く
健
康
的
で
素
晴
ら
し
い
日
々
を
ホ
ッ
、
ホ
ッ
、

ハ
ハ
ハ

イ
ェ
ー
イ
と
笑
っ
て
楽
し
い
日
々
が
過
ご

せ
る
と
思
い
ま
す
。

昼
食
は
雑
穀
ご
飯
、
か
に
玉
と
卵
ス
ー
プ
、
レ
ン

コ
ン
の
挟
み
揚
げ
、

厚
揚
げ
南
蛮
漬
け
、

切
干
大
根
ナ
ム
ル
、

き
れ
い
な
盛
り
付

け
、
参
加
者
も
美

味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

次
回

2
月
7

日

2
班
で
す
。

（
テ
ー
マ

や
っ

て
み
よ
う
！
木
ー

リ
ン
グ
）

福
祉
部
会
補
助
サ
ー
ク
ル
第
2
回
目
の
打
合
せ
が

8
名
参
加
し
1
月
9
日
（
火
）
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
登
録
者
は
一
般
7
名
、
自
治
セ
ン
タ
ー
3

名
で
計
10
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
岡
野
先
生
講
師
で
11
月
22

日
の
み
ん
な
で
考
え

る
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
中
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
っ

た
テ
ー
マ
「
地
域
で

生
活
す
る
中
で
の
困

り
ご
と
、
そ
れ
ら
を

解
決
す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
、
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
意
見
に
つ
い
て
補
助
サ
ー
ク
ル
で
は
、
共
有

し
な
が
ら
解
決
に
向
け
て
必
要
な
こ
と
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
の
名
称
に
つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
考
え

て
き
た
多
く
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
会
の
名
は
「
よ
り

そ
う
会
」
に
満
場
一
致
で
決
ま
り
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
野
木
沢
地
区
自
治
協
議
会
第
3
回
理
事
会

を
去
る
1
月
19
日
（
金
）
理
事
者
8
名
参
加
し
左
記
に
議
題

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

●
野
木
沢
地
区
自
治
協
議
会
令
和
5
年
年
度
の
事
業
報
告

に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
昨
年
４
月
1
日
か
ら
1
月
19
日
ま
で

の
主
な
事
業
の
報
告
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
報
告
し
協
議

し
ま
し
た
。

又
、
協
議
会
全
体
の
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
も
報
告
し

協
議
し
ま
し
た
。

●
過
日
、
12
月
26
日
宮
城
県
丸
森
町
筆
甫
地
区
視
察
を
し

て
き
ま
し
た
。

住
民
自
治
・
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
な
の

か
、
又
ど
の
よ
う
に

地
域
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
の
か
近
内
セ

ン
タ
ー
長
が
説
明
、

我
が
野
木
沢
地
区
自

治
協
議
会
も
指
定
管

理
制
度
に
向
け
て
進

め
て
い
る
旨
の
説
明

も
し
ま
し
た

講師のＮＡＴＳＵＭＩ先生補 助 サ ー ク ル メ ン バ ー

あいさつの第1班有賀正一班長

（中央）あいさつの二瓶光正自治協議会長
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会
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